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1. はじめに 

 
 本書は、SmartMeasure® Lite ver5.0（以下、本アプリと記載します）の操作説明書です。 
 

2. 本アプリでできること 

 
 本アプリでは、以下の操作が行えます。 
 
 １）測定ユニットと測定項目の登録 
 ・本アプリに、測定対象の測定ユニット（測定項目をまとめたグループ、最大 10ユニッ

ト）と測定項目を複数登録できます。 
 ・測定項目（1 測定ユニット当たり最大 20 項目登録可能）には、それぞれ上限値・下限

値・ターゲット値を登録できます。 
 ・[新機能]測定項目間の簡単な演算結果を、別の測定項目として登録・記録することがで

きます。 
 ・[新機能]測定ユニットに、複数の付属情報「属性」を登録できます。 
 
 ２）測定データの記録 
 ・本アプリをインストールした端末に、測定ユニットの各属性、測定データを記録できま
す。測定データにはタイムスタンプが付きます。 

 ・テクロックの Bluetooth®デジタル測定器を接続して入力させることや、キーボード入
力等に対応したマニュアル入力もできます。 

 ・Bluetooth®デジタル測定器をご使用の場合には、アプリのボタンやフットスイッチ、外
部スイッチにより遠隔で測定値を入力できるモードが選択できます。また、指定した一
定間隔での自動入力も可能です。 

 ・[新機能] Bluetooth®デジタル測定器をご使用の場合には、タイマーを設定して測定値
を自動入力することができます。また、タイマーの終了条件が選択できます。 

 
 ３）測定データの検索・ダウンロード・SmartMeasure® Cloudとの連携 
 ・記録した測定値を検索・表示し、CSVファイルとしてダウンロードできます。 
・[新機能]期間（タイムスタンプ）のほか、ロット番号・属性での絞り込み検索ができま
す。 
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 ・[新機能]測定データの検索結果として各測定項目の統計情報を表示、ダウンロードでき

ます。 
 ・SmartMeasure® Cloud をご契約のユーザーは、記録した測定値を SmartMeasure® 

Cloudに移行できます。 
 
 ４）ダイレクトインプット 
 ・Microsoft Excelや他のアプリ上に、直接測定値を書き込むことができます（アプリ上

のボタンやフットスイッチ・外部スイッチの操作で可能です）。 
 
 ５）[新機能] デュロメータ硬さ測定対応 
 ・テクロックの Bluetooth デジタルデュロメータ対応の硬さ測定を行うための測定ユニ

ット設定ウィザードを追加しました。ウィザードに必要な情報を入力することで、測定
ユニットとタイマーを自動設定できます。 

 
 ６）測定データのモニタリング 
 ・測定値の動きをリアルタイムでグラフ表示します。ランチャートのほか、[NEW]時系列

チャート・ヒストグラム・タイマーチャートが選択できます。 
 ・[新機能]接続した Bluetooth測定器の表示値をリアルタイムでアプリの画面上に表示で

きます。 
 

3. 動作環境 

 
 本アプリは、以下の環境の端末で動作します。 
 ・Windows 10以降（64ビット）* 
 ・インターネットへの接続（SmartMeasure® Cloudへのデータ移行時） 
 
＜注意＞ 
・本アプリはMicrosoft Visual C++ 2013 再頒布可能パッケージ及び.netデスクトップ
ランタイム 5.0を使用します。お使いの端末にこれらが存在しない場合は、本アプリの
インストーラーがインストールを行います。 

 ・SmartMeasure® Liteの以前のバージョン（Ver3.5以前）をお持ちの場合、本アプリは
以前のバージョンのアプリと併存します。Ver3.5 以前のアプリ内にある各情報を本ア
プリに移行することができます。詳しくは本マニュアルの 5-2 をご参照ください。な
お、以前のアプリもそのままお使いいただけます（同時使用はできません）。 
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4. アプリのダウンロードとインストール・アンインストール 

 
4-1. ダウンロードとインストール 
 
 テクロックのホームページから、アプリのダウンロードを行います。 
 ダウンロードした ZIPファイルを解凍すると、インストーラーが現れます。 
 インストーラーをダブルクリックすると、下の画面が表示されますので、任意の言語を選
択し「OK」をクリックします。 
 

 
続いて下の画面が表示されますので、「次へ」をクリックします。 
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 次に、ソフトウェア使用許諾契約書が表示されます。内容をお読みになり、同意される場
合は「同意する」にチェックを入れ「次へ」をクリックします。 

 
 次の画面では、インストールするアプリを選択します。 
 ・本アプリで、「SmartSensor Direct Input」アプリも一度にダウンロードできます。 
 ・「SmartSernsor Direct Input」アプリが必要ない方や既にインストールされている方は、

このチェックを外して「次へ」を押してください。 
 ・「SmartSensor Direct Input」の使いかたについては、別途マニュアルがございますの

で、そちらをご参照ください。 
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 次に、スタートメニューフォルダーの指定が表示されます。 
 通常は何も変更せず、「次へ」をクリックします。 
 
 ＜注意＞ 
「参照先」で本アプリのインストール先を指定できますが、SmartMeasure® Lite Ver3.5

以前のアプリがインストールされているフォルダーは選択しないでください。 
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 次に、追加タスクとしてデスクトップ上にアイコンを作成するか選択します。通常は何も
せず、「次へ」をクリックします。 

 
 インストールの準備完了画面が表示されますので、問題がなければ「インストール」をク
リックして、インストールを開始します。 
 

 
＜注意＞ 
 ご使用の環境によっては、インストール中に.net デスクトップランタイム等動作に必要
なアプリがインストールされます。 
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 インストールが終了すると、下の画面が表示されます。チェックを入れた状態で「完了」
をクリックすると、アプリが起動します。 
 アプリは、通常「C:\Teclock\Smartmeasure-Lite-v5」というフォルダーに格納されます。 
 

 
 
4-2. アンインストール 
 
本アプリをアンインストールする場合は、お使いの端末の「設定」→「アプリ」→「イン

ストールされているアプリ」から、「Smartmeasure Lite v5 5.xx(*****)」（xx, *****）の項
目右側にある「…」をクリックし、アンインストールを選択します。 

 
＜注意＞ 
 アンインストールを実行すると、これまで記録されていた測定データも削除されます。
バックアップが必要な場合は、事前に CSVファイル等にダウンロードするか、本アプリを
インストールしたフォルダー内にある「teclock.db」ファイルをコピーし、安全な場所に
退避してください。 
 
  



SmartMeasure® Lite ver5.0 ユーザーマニュアル（20251101） 

8 
 

 

 
  



SmartMeasure® Lite ver5.0 ユーザーマニュアル（20251101） 

9 
 

 

5．アプリの操作 

 
5-1. アプリの起動 
 
 デスクトップ上に作成されたアイコンをダブルクリックすると、下のような画面が表示
されます。 

 
アプリを初めて起動する場合、下の画面になります。 

 

 
 この画面で「閉じる」をクリックすると、警告画面が削除されます。この画面は「今後、
この警告を表示しない」にチェックを入れると、今後表示されません。 
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5-2. [新機能] SmartMeasure® Lite 旧バージョンからのデータ移行 
 
 本アプリは、旧バージョンである SmartMeasure® Lite ver3.5 以前のアプリと併存しま
す。引き続き両方のアプリを使用することも可能ですが（同時に起動しての使用はできませ
ん）、旧バージョン（ver3.0, 3.5）からデータを本アプリに移行することも可能です。 
 
＜注意＞ 
 移行を実施した場合、それまで本アプリに登録していたデータはすべて消去されます。 
 
 画面上部、メニューの「設定」から「データベース移行」をクリックします。 

 
 下の画面が表示されます。「選ぶ」をクリックするとファイル選択画面が表示されます。 

 
ここで、旧バージョンの SmartMeasure® Lite アプリが入っているフォルダーを選択し

ます。 
 通常は、「C:\Teclock」フォルダー内の、 
・C:\Teclock\Smartmeasure-Lite-v3\teclock.db または 
・C:\Teclock\SmartMeasure-Lite-v2\teclock.db 
です。 
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 下の例は、「C:\Teclock\Smartmeasure-Lite-v3\teclock.db」を選択したものです。 

 
 「実行」ボタンをクリックすると、下の確認画面が表示されます。画面にあるように、実
行すると、既に本アプリにデータが存在する場合、それらのデータはすべて削除されます。 

 
 「実行」ボタンをクリックすると、データベースの移行が行われます。 
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5-3. Bluetooth®測定器の登録 
 
 テクロックの Bluetooth®測定器を使用する場合、測定器の情報をアプリに登録します。 
 メニューの「測定器」から「測定器登録」を選択すると、下の画面が表示されます。 

 
5-3-1. インターネットに接続している場合 

 
 端末がインターネットに接続している場合、機器の「シリアル No」を半角英数で入力し、
「登録」をクリックすると測定器のMACアドレスと型式を入力せずに登録できます。 
 「説明」の項目は、任意で入力できます。 
 

 
 登録に成功すると、上の入力画面は消えます。 
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5-3-2. インターネットに接続しない場合 

 
 端末をインターネットに接続しない、または上記の方法で登録ができない場合（お客様の
インターネット環境にプロキシを使用している場合など）は、下の画面のように「シリアル
No」、「MACアドレス」、「型式」を入力します。「説明」の項目は任意です。 
 
 ・MACアドレスの表示方法は、測定器の取扱説明書をご参照ください。 
 ・MAC アドレスは、下の例のように半角英数で入力し、かつ２文字ごとに半角のコロン

を入力します。  
・特にMAC アドレスを間違えて入力した場合、Bluetooth測定器に接続できませんので
ご注意ください。 

 

   
 

5-3-3. 登録された測定器の削除 
 
 メニューの「測定器」から「測定器リスト」を選択すると、下のような画面が表示されま
す。 
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 リスト各行の右側にある「削除」ボタンをクリックすると、確認のためのポップアップが
表示されます。「削除」をクリックすると、リストから測定器が削除されます。 

 
 
5-4. 測定ユニットと測定項目の登録 
 
 測定値を記録するための測定項目を登録します。 
 SmartMeasure®では、 
・測定値１つを記録する項目を「測定項目」 
・１つまたは複数の測定項目をまとめた単位を「測定ユニット」 
・１つまたは複数の「測定ユニット」をまとめた単位を「ファクトリー」 

と呼びます。 
 
本アプリでは、 

 ・1つのファクトリーを登録可能 
 ・ファクトリー内に最大 10個の測定ユニットを登録可能 
 ・1つの測定ユニットに対して、最大 20個の測定項目が登録可能 
 
 となっています。 
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5-4-1. ファクトリーの登録 

 
 画面左側の「ファクトリー」ボタンをクリックすると、下の画面が表示されます。 

 
 ファクトリー名のところに任意の名称を入力し、「アップデート」ボタンをクリックする
と、ファクトリーが登録されます。下の例は、ファクトリー名に「測定工程」と入れ、登録
したものです。 

 
 ファクトリー名を変更する場合は、再度「ファクトリー」ボタンをクリックし、表示され
る画面で名称を変更し、「アップデート」ボタンをクリックします。 
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5-4-2. 測定ユニットと測定項目の登録 

 
 ファクトリー内に、測定ユニットと、測定ユニットが持つ測定項目を登録します。 
 画面中央の「測定ユニット登録」タブをクリックすると、下の画面が表示されます。 
 

 
 まず、「ユニット名」の箇所に測定ユニット名を登録します。「型番」の箇所への入力は任
意です。 

 
 続けて、「測定項目を設定する」ボタンをクリックすると、１つ目の測定項目入力欄が表
示されます。 
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 「測定項目」の箇所には測定項目名、「単位」の箇所には測定値の単位を入力します。単
位は任意の文字が入力できますが、空欄にすることもできます。 
 「上限規格値」「下限規格値」「ターゲット値」には、測定項目の上限値・下限値・ターゲ
ット値（ねらい値）を半角数字で入力します。 
 
  



SmartMeasure® Lite ver5.0 ユーザーマニュアル（20251101） 

18 
 

 
 測定項目を増やす場合は、もう一度「測定項目を設定する」ボタンをクリックします。こ
のようにして、測定項目は 1つの測定ユニットについて最大 10個まで登録できます。 
 下の例は、３つの測定項目を入力したものです。 
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 この状態で「登録」ボタンをクリックすると、１つの測定ユニットが登録されます。 
 登録された測定ユニットは、左側に表示されます。 
 

 
 
 既に登録された測定ユニットを表示する場合は、「測定ユニット登録」タブをクリックし
た後、画面左側の測定ユニットのリストから、表示したい測定ユニットをクリックします。 
 

 
 
 この画面上で、登録された測定ユニットの 
 ・測定ユニット名と型番 
 ・グラフ表示 
 ・属性 
 ・各測定項目の名称・単位・上限規格値・下限規格値・ターゲット値 
 ・演算内容 
 を編集できます。 
 修正した内容は、「登録」ボタンをクリックすると、更新されます。 
 ※測定項目の数は、変更できません。 



SmartMeasure® Lite ver5.0 ユーザーマニュアル（20251101） 

20 
 

 
 また、この画面で、 
 ・「新規作成」ボタンをクリックすると、表示されている内容がクリアされ新しい測定ユ

ニットが登録できます。 
 ・「削除」ボタンをクリックすると、登録した測定ユニットを削除します。削除前に、確

認画面が表示されます。 
 

5-4-3. [新機能]リアルタイムグラフの設定 
 
 測定ユニット登録画面で、測定時にリアルタイムで表示するグラフを設定できます。 
「測定ユニット登録」画面の、「リアルタイムグラフ表示」にある 
 ・ランチャート（デフォルトでチェックが入っています） 
 ・時系列チャート 
 ・ヒストグラム 
 ・タイマーチャート 
 のうち、表示させるグラフにチェックを入れます。 
 

 
  各グラフの詳細については、6-6-1をご参照ください。 
 

5-4-4. [新機能]属性の設定 
 
 本アプリでは、測定データを記録する際、データに付属する様々な情報を「属性」と呼び
ます。たとえば、「測定者」や「加工した機械」などの情報です。この属性を登録し、測定
時に記録できるようにします。 
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 「測定ユニット登録」画面の「測定項目属性」ボタンをクリックすると、下の画面が表示
されます。 

 
 入力する内容はそれぞれ以下の通りです。 

 
 
 以下の例は、属性「作業者」を作成する場合です。 

項目 必須 内容 例
ID ○ 属性につける一意の識別名です。半角英数で入力します。 staff
名称 ○ 属性の名称を入力します。 作業者
タイプ ○ 属性の「型」を指定します。文字・数字・はい／いいえの３つから選択します。 文字

デフォルト 属性のデフォルトとする値です。
テーブル入力 属性を測定値入力テーブル内で入力する場合、チェックを入れます。

連番入力
属性をテーブル内で入力するとき、連番で入力したいときチェックを入れます。
値は連番で自動的に入ります。
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 「追加」ボタンをクリックすると、画面には以下のように表示されます。 

 
 それぞれの属性の右側にある「編集」ボタンで ID以外の内容を変更することができます。
また、「削除」ボタンをクリックすると、属性を削除します。 
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 登録された属性は、測定データの入力欄では以下のように表示されます。詳細は、6-2-9
をご参照ください。 
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5-4-5. [新機能]演算測定項目の設定 

 
 ある測定項目とある測定項目の簡単な演算結果を、別の測定項目として登録することが
できます。 
 下の例は、測定ユニットの一例です。 
 ・測定箇所１，２という２つの測定項目があり、その平均値を別の測定項目とします。 
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 ・演算を行う測定項目には、「演算を実行する」にチェックを入れます。 
 ・演算内容の項目に、演算方法を指定します。演算方法は、下の 5つから選択できます。 

 
 ・対象測定項目には、測定項目の番号をカンマ区切りの半角数字で入力します。たとえば、
１番目の測定項目と２番目の測定項目を演算に使用する場合は、「1,2」と入力します。
１番目・３番目・５番目の測定項目値を使う場合は「1,3,5」と入力します。 

 
 上の例で測定ユニットを登録すると、測定データの入力テーブルには下のように表示さ
れます。演算を行う測定項目欄には薄黄色が塗られています。 
 

 

 
＜注意＞ 
 演算は、同じ測定ユニットの測定項目内で行います。また、入力テーブルにおいて異なる
行の演算はできません。 
  

項目 内容
平均値 指定した測定項目の値の平均値を出力します。
中央値 指定した測定項目の値の中央値を出力します。
最大値 指定した測定項目の値の中の最大値を出力します。
最小値 指定した測定項目の値の中の最小値を出力します。

|最大-最小| 指定した測定項目の値の最大値-最小値の値の絶対値を出力します。



SmartMeasure® Lite ver5.0 ユーザーマニュアル（20251101） 

26 
 

 
5-4-6. [新機能]測定ユニットへの Bluetooth®測定器・測定モードの割り当て 

 
 測定ユニットに、あらかじめテクロックの Bluetooth®測定器と測定モードを割り当てて
おくことができます。あらかじめ割り当てておくことで、測定時に測定ユニットを選択する
際に測定器を選択する必要がありません。 
 また、「マニュアル入力」をあらかじめ選択することもできます。 
 
 「測定ユニット登録」タブの一番下にある「測定器」ボタンをクリックすると、下の画面
が表示されます。 

 
  
この画面では、 
 ・接続モード（HID・SIMPLEまたは PAIRモード・マニュアル入力から選択） 
  →各モードについては 6-1をご参照ください。 
 ・本アプリに登録された測定器（マニュアル入力を選択した場合は不要） 
 を選択し、「設定」ボタンをクリックします。 
 既に設定されている測定器を解除する場合は、この画面で「プリセットを解除」ボタンを
クリックします。 
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5-5. Bluetooth®フットスイッチの登録 
 
 測定値を入力するための Bluetooth®フットスイッチ（SSO-002）を登録します。 

  
 
 メニューの「フットスイッチ」から、「フットスイッチ登録」を選択すると、下の画面が
表示されます。 

  
 MACアドレスの欄に、フットスイッチのMACアドレスを入力します。MACアドレスは、
Bluetooth測定器同様半角英数で、2文字ごとにコロン（:）を入れます。説明の欄は、任意
です。 
 「登録」ボタンをクリックすると、フットスイッチが登録されます。フットスイッチは複
数台登録可能です。 
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 また、メニューの「フットスイッチ」から、「フットスイッチリスト」を選択すると、登
録されたフットスイッチの一覧が表示されます。 

 
 この画面で各行の「削除」ボタンをクリックすると、該当行のフットスイッチが削除され
ます。 
 
＜注意＞ 
  Bluetooth®フットスイッチは、接続仕様が異なるものがございます。 
  2024年 2月以前にご購入のお客様はフットスイッチと端末とをペアリングし、ペアリ

ングに成功する場合はペアリングの状態でお使いください。それ以降にご購入された
方はそのままペアリングせずにお使いいただけます。 
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6. 測定データの入力 

 
 作成した測定ユニットや、Excel等他のアプリに測定値や属性を入力します。 
 
6-1. 測定ユニットの選択 
 
 最初に、画面中央の「測定」タブをクリックし、画面左側「測定ユニット」内から、測定
データを入力する測定ユニットをクリックします。 

 
 

6-1-1. 測定ユニットに対応する測定器・測定モードを設定していない場合 
 
 測定ユニット登録または編集時に、対応する Bluetooth®測定器と測定モードを選択して
いない場合、下の画面が表示されます。 
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 この画面で、 
 ・接続する Bluetooth®測定器 
 ・接続モード 
 を選択します。 
 
（１）測定器 
  接続する Bluetooth®測定器は、本アプリに登録した測定器の中から１つ選択できます。
また、測定器を接続可能な状態にしておきます。 

 
（２）モード 
  測定器を接続するモードを選択します。下の 3つから選択できます。 
 
  ①HID モード 
   Bluetooth®測定器を HID モードにして本アプリをインストールした端末とペアリン

グした場合に選択します。測定器の測定ボタンを押すと、測定値が入ります。 
 
  ②SIMPLEまたは PAIRモード 
   Bluetooth®測定器を SIMPLE、または PAIR モードにして、PAIR モードの場合は端

末とペアリングした場合に選択します。測定器の測定ボタンを押して測定値が入るほ
か、 

  ・「データリクエスト」ボタンやフットスイッチ等からの測定値入力 
  ・測定器のプリセット 
  ・測定値の連続入力 
   が行えます。 
 
  ③マニュアル入力 
   Bluetooth®測定器と接続せず、キーボードや本アプリの入力支援インターフェース

等からの直接入力を行うモードです。このモードでは測定器の選択は無効になります。 
 
 下の例は、「SIMPLEまたは PAIRモード」である測定器を接続した例です。「OK」ボタン
をクリックすると、接続を開始します。接続に成功すると、画面に入力テーブルが表示され
ます。 
 接続開始後、接続をキャンセルする場合は「接続キャンセル」ボタンをクリックします。 
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6-1-2. 測定ユニットに測定器・測定モードを設定している場合 
 
 測定ユニット登録または編集時に、Bluetooth®測定器と測定モードを設定している場合
（5-4-6参照）、下のようになります。 
 
（１）Bluetooth®測定器を接続する場合 
  下の画面のように、自動的に選択した測定器との接続を開始します。接続に成功すると、
入力テーブルが表示されます。接続がうまくいかない場合、「接続キャンセル」ボタンを
クリックすると、接続がキャンセルされます。 
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（２）マニュアル入力モードの場合 
 そのまま入力テーブルが表示されます。 
 
 

6-1-3. 複数の測定ユニット 
 
 測定ユニットは、複数同時に測定状態にすることができます。下の例は、３つの測定ユニ
ットを入力できる状態にしたものです。各測定ユニットのテーブルは、タブで切り替えます。 
 

 
 
＜注意＞ 
 Bluetooth®測定器は、Windows では通常同時に 7台までしか同時接続できません。よっ
て、Bluetooth®測定器を使った測定ユニットは、同時に 7つまで開くことができます。 
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6-2. 測定値の入力と登録 
 

6-2-1. Bluetooth®測定器のボタンによる入力 
 【測定モード：HID モード、SIMPLEまたは PAIRモード】 
 

Bluetooth®測定器の測定ボタン（DATAボタン）を押すと、下のように対応する測定ユニ
ットに測定値とタイムスタンプが入力されていきます。また、入力テーブル内のセル（入力
マス）のフォーカスは、次の入力位置に移動します。また、タイムスタンプは各行に最初に
値が入った時の時刻を記録します。 
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 入力テーブル内で、各測定項目の上限値・下限値は「規格値」の列に表示されています（上
限値：青色、下限値：赤色）。入力した測定値が、あらかじめ登録した上限値・下限値の値
から外れると、セルの色が赤く表示されます。 
 

 
 
 入力テーブルの右側の「備考」のセルには、自由に文字を入力できます。 
 

 
 
 
測定ユニットを複数使用して測定値を記録する場合、画面上に表示されていないタブの

測定ユニットについても、対応する測定器の測定ボタンを押すと、値が入っていきます。確
認する際はタブを切り替えます。 
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【ロット Noについて】 
 測定値の入力テーブルの上部に、「ロット No」の入力欄があります。 
 ここに文字を入力しておくと、測定値を入力した際に入力テーブルの「ロット No」の欄
に自動的に文字が入ります。 

 
 ・入力テーブル内のロット Noのセルに直接文字を書き込むこともできます。 
 ・測定データ登録の際には、各行にロット Noの情報が必要です。ロット Noが空欄の行

がある場合、登録されません。 
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6-2-2. 測定データの登録とクリア 

 
 入力した測定値やロット No・属性・備考は、入力テーブル上に表示されたままではアプ
リ内のデータベースに登録されていません（後でデータ検索などができません）。 
 これら測定データを登録する場合は、画面の「登録」ボタンをクリックします。「登録」
ボタンをクリックすると、確認画面が表示されます。「OK」をクリックすると、現在表示さ
れているタブの測定ユニットについての測定データが登録されます。このとき、入力テーブ
ルの内容はクリアされます。 
 
 ※画面上に表示されていないタブの測定ユニットの測定データは登録されません。登録

する場合はそれぞれタブを開き、「登録」ボタンをクリックします。 
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 測定データを登録せず、入力テーブルをクリアする場合は、「クリア」ボタンをクリック
します。確認画面が表示されますので、「OK」をクリックすると入力テーブル内の情報が消
去されます。 
 
＜注意＞ 
  画面上に表示されていないタブの測定ユニットの測定データはクリアされません。ク

リアする場合はそれぞれタブを開き、「クリア」ボタンをクリックします。 
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6-2-3. その他の入力方法 - 「データリクエスト」による入力 

【測定モード：SIMPLEまたは PAIRモード】 
 
 Bluetooth®測定器の DATA ボタンを直接押さず、アプリ内の「データリクエスト」ボタ
ンのクリックで測定値が入力されます。測定器のボタンに触れずに済むので、ボタンを押し
た際に発生するブレが出ません。 
この入力は、SIMPLEまたは PAIRモードで接続された測定器のみ対応します。 

 
 各測定器の入力欄の画面には、「データリクエスト有効」というチェックボックスがあり
ます。ここにチェックを入れた測定ユニットが、データリクエストの対象になります。 

 
 
 画面の「データリクエスト」ボタンをクリックすると、チェックを入れたそれぞれの測定
ユニットの測定値入力欄に、それぞれの測定器の測定値が入ります。 
 
 たとえば下のように画面上に「ノギス測定」「振れ測定」の２つの測定ユニットが測定状
態にあり、２つとも「データリクエスト有効」にチェックが入っていれば、「データリクエ
ストボタン」をクリックするとそれぞれの測定ユニットに測定値が入ります。 
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SmartMeasure® Lite ver5.0 ユーザーマニュアル（20251101） 

40 
 

 
6-2-4. その他の入力方法 ‒ Bluetooth®フットスイッチ等による入力 

【測定モード：SIMPLEまたは PAIRモード】 
 
 ①Bluetooth®フットスイッチ 
  本アプリに登録した Bluetooth®フットスイッチ（SSO-002）を使用することで、測定
器の測定値が入力されます。この入力は、SIMPLE または PAIR モードの Bluetooth®測
定器のみに対応します。 

  
  フットスイッチを登録(5-5を参照)すると、画面の右側から登録したフットスイッチを
選択できます。 

 
 リストから使用するフットスイッチを選択すると、フットスイッチに接続を試みます。 
 このときフットスイッチを一度押すと、接続しやすくなります。 
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 ②「PgDn」キー 
  本アプリは、キーボードの「PgDn」キーに「データリクエスト」を割り当てています。
「PgDn」キーを押すことで、アプリのデータリクエストボタンをクリックすることと同
じことができます。 

 
  これにより、 
  ・キーの割り当て可能な各種スイッチやボタンに「PgDn」キーを割り当て、使用する。 
  ・「PgDn」キーに対応する市販フットスイッチやフィンガープレゼンターを使用する。 
  などの使い方も可能です。 
 
 

6-2-5. マニュアル入力 
【測定モード：マニュアル入力】 
 
 測定値を、キーボードやアプリ内インターフェースなどを使って入力する機能です。 
 測定モードの選択で「マニュアル入力」を選択すると、下のような画面が表示されます。
ほぼ他の測定モードと同じですが、「データリクエスト」のチェックがありません。また、
「入力支援」の項目があります。 
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＜注意＞ 
 マニュアル入力モードは、Bluetooth®測定器と本アプリの接続を行いません。そのため、
マニュアル入力を行う測定ユニットのタブを開くと本アプリ上の Bluetooth®に関するボタ
ンが効かなくなります。 

 
（１）キーボード入力 
 マウスカーソルを入力する測定値入力セルに合わせ、直接キーボードで測定値を入力し
ます。測定値は半角数字および符号（+,-）・小数点の入力が可能です。 
 また、数値を直接テキスト入力できる外部機器や測定器を操作しての入力も可能です。 
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（２）入力支援ツール 
 マニュアル入力モードでは、測定値の入力支援のためのインターフェースが用意されて
います。マウスクリックや、タッチパネルでは直接数字のボタンを押すことで測定値を入力
できます。 

 
 ①差分 
  測定ユニットの「ターゲット値」からの差分を入力するツールです。 
  ターゲット値の最小位を基準に、差分を指定しその値を加えた値を測定値として入力
します。 

  入力したいセルにフォーカスを合わせ「差分」ボタンをクリックすると、下のインター
フェースが表示されます。 

 
画面中央には、測定項目のターゲット値が表示されます。また、その下には測定項目名

が表示されます。 
  数字「０」～「９」ボタンで、ターゲット値の最小位からの誤差を決定します。 
  たとえば、下の例は「３」のボタンを押した場合です。この測定項目の最小位は整数 1
桁ですので、測定値として「3」が入力されます。また、「-４」ボタンを押した場合、 
「-4」が入力されます。 

 
  



SmartMeasure® Lite ver5.0 ユーザーマニュアル（20251101） 

44 
 

 

 
  この他の各ボタンは、以下の通りです。 
  ・「＜」「＞」：インターフェース上のターゲット値を、最小位の 1つ上の桁の値を１ず

つ動かします。 
たとえばターゲット値が「0」の場合、「＜」：-10 「＞」：10 となります。 

  ・「ターゲット」：インターフェース上のターゲット値をもとの値に戻します。 
 
＜注意＞  

  測定値の最小位は、測定ユニット内各測定項目内ターゲット値の桁で決められます。 
  下の例は、上限値を 10、下限値を 0、ターゲット値を 0.0としたときの「最小位の値」
のインターフェースです。このとき最小位は、小数第 1位となります。 
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 ②最小値の値 
  入力したい測定値の最小位の数を選択することで、測定値を入力するインターフェー
スです。 

  入力したいセルにフォーカスを合わせ「最小位の値」ボタンをクリックすると、下のイ
ンターフェースが表示されます。 

 

 
  画面中央には、測定項目のターゲット値が表示されます。また、その下には測定項目名
が表示されます。 

  数字「０」～「９」ボタンで、最小位の値を決定します。 
  たとえば、下の例は「４」のボタンを押した場合です。この測定項目の最小位は小数第

1位ですので、測定値として「0.4」が入力されます。 
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  この他の各ボタンは、以下の通りです。 
  ・「＜」「＞」：インターフェース上のターゲット値を、最小位の 1つ上の桁の値を１ず

つ動かします。 
たとえばターゲット値が「0.0」の場合、「＜」：-1.0 「＞」：1.0 となります。 

  ・「ターゲット」：インターフェース上のターゲット値をもとの値に戻します。 
 
＜注意＞  

  測定値の最小位は、差分インターフェース同様測定ユニット内各測定項目内ターゲッ
ト値の桁で決められます。 
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 ③テンキー 
  テンキーインターフェースを使って数値を入力します。 
  入力したいセルにフォーカスを合わせ「テンキー」ボタンをクリックすると、下のイン
ターフェースが表示されます。 

 

 
  インターフェース上に表示された数字・マイナスボタン・小数点ボタンを押すと、下の
灰色の部分に入力された値が表示されます。 

 
  「OK」ボタンを押すと、フォーカスが当たっている測定値のセルに入力値が入ります。 
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 この他の各ボタンは、以下の通りです。 
 ・「キャンセル」：インターフェースを消去します。 
 ・「クリア」：インターフェースに入力された数値をクリアします。 
 ・「前へ」：インターフェースに入力された数値を 1文字削除します。 
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6-2-6. 測定値の訂正 

【測定モード：すべて】 
 
測定ユニットに設定した上限値・下限値の範囲外の測定値を入力すると、下のようにセル

が赤色で表示されます。 
 

 
 入力された測定値は、データを記録する前であれば訂正できます。 
 
 それぞれのタブ上には、「測定値セル」の項目に下のボタンがあります。セルを選択し、
いずれかのボタンをクリックすると下のような動きをします。 

 
 ・「◀」 ・・・１つ前の測定値にセルが移動します。 
 ・「▶」 ・・・１つ後の測定値にセルが移動します。 
 ・「測定値削除」・・・測定値を削除します。 
 
 セル上に測定値があり、そこに測定値を入力した場合、測定値は上書きされます。ただし
マニュアル入力モードの場合は一度測定値削除してから入力します。 
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＜注意＞ 
 １つ前、１つ後のセルは、画面の「フォーカス移動方向」の設定によって変わります。フ
ォーカス移動方向は、6-2-7をご参照ください。 
 
 

6-2-7. [新機能]フォーカス移動方向 
【測定モード：すべて】 
 
 測定値を入力した後、次のセルに移動する際の方向を設定します。 
 各タブの「フォーカス移動方向」の「右方向」「下方向」のうち、いずれかを選択します。 
 

 
（１）右方向 
  セルのフォーカスは、入力した測定値のセルの右（同じ行の１つ右の列）に１つずつ移
動します。 

  測定値の右側に到達すると、次の行の先頭の測定値の位置に移動します。 
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（２）下方向 
  セルのフォーカスは、入力した測定値のセルの下（次の行の同じ列のセル）に１つずつ
移動します。 

 
＜注意＞ 

  列の移動は自動では行いません。ユーザーが入力したい列にフォーカスを合わせます。 
 
 

6-2-8. [新機能]演算結果の自動入力 
【測定モード：すべて】 
 
 測定ユニットの登録で、「演算」の設定をした測定項目は、自動的に他の測定値を用いて
入力されます。演算の設定は、5-4-5をご参照ください。 
 下の例は、 
 ・３つの測定項目を登録 
 ・3番目の測定項目は「演算を実行する」にチェック 
 ・3番目の測定項目は、測定項目１と２の平均値を出力 
 
 とした測定ユニットです。 
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 この測定ユニットの入力テーブルは、下のように表示されます。 
 3番目の測定項目のセルには、薄黄色が塗られています。 
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 まず、1 つ目の測定項目に値が入ると、自動的に平均値の値も計算されて表示されます。
つづけて 2つ目の測定項目に値が入ると、再度自動的に平均値が計算されます。 
 

 
＜注意＞ 
 演算測定項目には、セルにフォーカスを当てることはできません。 
 
 

6-2-9. [新機能]属性の入力 
【測定モード：すべて】 
 
 測定値に紐づく様々な付属情報「属性」を入力します。測定ユニットへの属性の設定は、
5-4-4をご参照ください。 
 
（１）通常入力 
 下の例は、測定ユニットの属性に下の３つの属性を追加したものです。 

 
 このとき入力テーブルは、下のように表示されます。 
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 この画面のように、ロット Noのほか、登録した３つの属性が入力できるようになります。
測定値を入力し「登録」ボタンをクリックすると、登録したロット No、測定値とともに入
力した属性も測定値の付属情報として登録されます。これらの属性は、データ検索の絞り込
みに利用できます。 
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（２）入力テーブル内での属性入力 
 属性は、入力テーブル内でそれぞれ別の値を入力することもできます。また、自動的に連
番を付与させることもできます。 
 測定ユニット登録画面の属性設定で、下の画面の「テーブル入力」「連番入力」に必要に
応じてチェックを入れます。 
 

  
 ＜注意＞ 
  下の属性表示画面のテーブル入力、連番入力にはチェックを入れることができません。
「編集」ボタンを押して上の画面からチェックを入れます。 

 
 
 
 
 
 



SmartMeasure® Lite ver5.0 ユーザーマニュアル（20251101） 

56 
 

 
 ①テーブル入力 
  テーブル入力にチェックを入れた属性は、入力テーブル上では下のように入力テーブ
ル内に表示されます。属性の列は、ロット Noの後、測定項目の前の列に表示されます。 

 

 
  テーブルの属性欄内に、自由に値を入力できます。 
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 ②連番入力 
  テーブル入力と連番入力にチェックを入れた属性は、入力テーブル上では下のように
入力テーブル内に表示されます（連番入力だけチェックを入れることはできません）。 

 

 
   たとえば、連番を 1,2,…と入力させるものとします。下の例は、３行目の最初の測定

項目のセルにフォーカスが当たった時に、属性「シリアル No」に前の番号の続き「3」
が自動的に入ったものです。 
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  また、連番の以下の入力規則にも対応します。 
  ・先頭のゼロ揃え（ゼロオフセット） 
   例：001, 002, 003, … 
   ※ゼロの数は１つ上の行の値にならいます。 
  ・連番の前に文字があるケース 
   例：ABC-001, ABC-002, ABC-003,… 
   ※文字は 1つ上の行の値にならいます。 
 
 

6-2-10. 測定器のプリセット 
【測定モード：SIMPLEまたは PAIRモード】 
 
 画面の「プリセット」ボタンのクリック、またはキーボードの「PgUp」キーを押すと、
Bluetooth®測定器をプリセットすることができます。この機能は、SIMPLEまたは PAIRモ
ードにある測定器に対応します。また、「データリクエスト有効」にチェックを入れた測定
ユニットの測定器に対応します。 
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6-3. 自動連続入力 
【測定モード：SIMPLEまたは PAIRモード】 
 
 ユーザーの指定したタイミングで、自動的に Bluetooth®測定器の測定値を連続して入力
することができます。 
 この入力には、指定した間隔で測定値を取得し続ける「インターバル入力」と、指定した
タイミングで測定値を取得し、自動終了する「タイマー入力」があります。 
 入力を設定するには、画面の「インターバル」ボタンをクリックします。また、設定後連
続入力を開始するには「連続入力開始」ボタンを、終了するには「連続入力終了」ボタンを
クリックします。 
 

 
 
 

6-3-1. インターバル入力 
 
 「インターバル」ボタンをクリックすると、下の画面が表示されます。インターバル入力
を行うには、画面の「インターバル設定」を選択します。 
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 測定間隔の項目にある数字で、測定間隔を設定します。単位は秒です。 
画面のマイナス、プラスのボタンをクリックすると、測定間隔の値が 0.25 ずつ増減しま

す。また、「デフォルト」ボタンをクリックすると、測定間隔のデフォルト値である「1」が
表示されます。測定間隔が表示されている箇所は、直接値を入力することも可能です。 
 画面下部の「OK」ボタンをクリックすると、測定間隔が設定されます。 
 また、「バーストモード」にチェックを入れると、測定データは入力した測定間隔に影響
されず、Bluetooth測定器から出力された測定値をそのまま記録します。 
 
＜注意＞ 
 ・測定間隔の最小値は 0.25（秒）です。 
 ・測定間隔で入力される値で、厳密にこの間隔でタイムスタンプが記録されるわけではあ

りません。 
 ・インターバル入力、タイマー入力の設定は、「データリクエスト有効」にチェックが入

っているすべての測定ユニットに対して適用されます。 
  



SmartMeasure® Lite ver5.0 ユーザーマニュアル（20251101） 

61 
 

 
 以下の例は、１つの測定項目を持つ測定ユニットに対して測定間隔を 2秒に設定し、「連
続入力開始」ボタンをクリックした例です。約２秒ごとに 1 つ測定データが入力されてい
きます。 
 また、連続入力を停止する場合は「連続入力停止」ボタンをクリックします。 
 

 
 複数の測定項目を持つユニットの場合でフォーカスの移動方向を右に設定した場合、１
つ目の測定項目が入力された後、次の測定項目に指定された間隔で測定値が入力されます。 
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6-5-2. [新機能]タイマー入力 

 
 指定した時間に測定値を入力し、入力後に自動終了する入力方法です。タイマーが開始す
る条件と自動終了する条件を複数設定することができます。 
 「インターバル」ボタンで表示される画面で、「タイマー入力」を選択します。 
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（１）タイマーとタイマー開始条件 
  タイマーは、「タイマーA」「タイマーB」の２つを設定します。 
  タイマーA, B にはそれぞれタイマーの開始（0秒）からの数値（単位：秒）を入力しま
す。タイマーAよりタイマーBのほうが大きい値でなければなりません。また、タイマー
に入力できる値の最大値は 300です。 

  また、タイマーが開始する条件を設定します。「タイマーの基準時刻（0秒）」の項目で、 
  ・測定開始後、最初のピーク値の時刻 
  ・測定開始からの経過時間 
 のいずれかを選択します。 
 
 ①最初のピーク値の時刻 
  測定開始（「連続入力開始」ボタンをクリックした時点）から、測定値が最初のピーク
値をとった時刻をタイマーの開始（0秒）とします。 

 
 ②測定開始からの経過時間 
  「連続入力開始」ボタンをクリックした時点から、入力した秒数経過後の時刻をタイマ
ーの開始とします。0を入力した場合、「連続入力開始」ボタンをクリックした時刻がタ
イマーの開始となります。 

  下の図は、「経過時間を 3秒」とした例です。 
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 下の例は、タイマーA、B となる時間を設定し、実際にタイマーを動作させたときの入力
テーブルです。 
タイマーの基準時刻のところには「Peak」が、タイマーA、Ｂの測定値の行の備考欄にそ

れぞれ「TimerA」「TimerB」と自動的に入力されます。 
 

 
 
＜注意＞ 
 タイマー入力の場合、フォーカスの移動方向は自動的に下方向となります。 
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（２）タイマー終了条件 
  タイマーB 経過後にタイマーを終了する条件、つまり連続入力を終了する条件を設定
します。終了する条件には、 

  ・タイマーB経過後即座に終了 
  ・サチュレーション判定による終了 
  ・ピーク時の値からの減少率による終了 
 の３つがあり、いずれか１つを選択します。 
 
 ①タイマーB経過後即座に終了 
  タイマーBに到達した時刻で、連続入力を終了します。 
 
 ②サチュレーション判定による終了 
  サチュレーションとは、ここでは測定値がある一定の小さな範囲内で動き続ける状態
のことを言います。この状態となる条件を設定し、測定値がこの状態になったところで
タイマーを終了します。 

  画面上で、「サチュレーション判定を行う」を選択し、 
  ・判定時間（秒） 

・・・サチュレーションの判定時間 
  ・変動幅    

・・・サチュレーションを判定する測定値の変動幅。単位は測定値のものに従います。 
  ・タイムアウト（秒）  

・・・サチュレーションの条件に達しなかった場合にタイムアウトする秒数 
  を設定します。 
 
  下は、判定時間を 3秒、変動幅を 0.2、タイムアウトを 60秒とした例です。 
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  この場合、以下のような状態でサチュレーションの条件が満たされたとき、その時の
測定値を記録し連続入力が終了します。 

 

 
 下の例は、実際にサチュレーション設定を行ったときの入力テーブルの例です。終了した
時刻（サチュレーション条件が満たされた時の時刻）の備考欄に、「TimerC」が自動的に入
力されます。 
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 ③ピーク時の値からの減少率による終了 
  測定値がピークをとった値から一定の割合で減少したところでタイマーを終了します。
ピーク値は、連続入力を開始してから最初のピーク値を指します。 

  画面上で、「ピーク時の値からの減少率到達で終了」を選択し、 
  ・減少率（%）   

・・・ピーク時の値からの減少率 
  ・タイムアウト（秒）  

・・・減少率に達しなかった場合にタイムアウトする秒数 
  を設定します。 
 
  下は、減少率を 10%、タイムアウトを 60秒とした例です。 

 
  この場合、以下のような状態で低減率がピーク値の 10%となったとき、その時の測定
値を記録し連続入力が終了します。 
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＜注意＞ 
 ②③のケースとも、タイマーA, B より前に条件が満たされた場合、タイマーBの時点で
タイマーが終了します。このときタイマーCは記録されません。 
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6-6. リアルタイム表示 
 
 入力テーブル上に入力された測定値は、各種グラフでリアルタイムにチェックすることが
できます。また、Bluetooth®測定器の場合、現在の測定器が指す測定値をリアルタイムに画
面上に表示できます。 
 

6-6-1. グラフ表示 
 
 測定値の動きを、様々なグラフで表示します。グラフは測定値が入力されるたびにリアル
タイムで変わります。 
 本アプリで表示できるグラフは以下の 4つです。 
 ・ランチャート 
 ・[新機能]時系列チャート 
 ・[新機能]ヒストグラム 
 ・[新機能]タイマーチャート 
 
（１）表示するグラフの設定 
 表示するグラフは、測定ユニット設定画面（測定ユニット登録タブを開く）の下の部分で
設定します。表示させたいグラフにチェックを入れます。 
 

 
 
（２）グラフの表示 
  グラフは、測定画面の「リアルタイムグラフ」ボタンをクリックすると表示されます。 
  ボタンをクリックすると、測定可能状態になっている測定ユニットで、表示する設定と
なっているグラフが表示されます。 
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 測定値が測定項目に設定した上限値・下限値を超えると、下のようにグラフの上の緑色の
表示が赤くなります。 
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 グラフの表示順は、グラフをドラッグ＆ドロップすることで入れ替えられます。 

 
 グラフにマウスを動かすと、下のような表示になります。 
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 右側上部の２つの虫眼鏡のボタンで、グラフをズームイン・ズームアウトします。 

 
 右側株の矢印をドラッグすると、グラフの大きさを変更できます。 
 

 
＜注意＞ 
 上記の操作は、タブレットでのタップやドラッグでは操作できません。 
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（３）4つのグラフ 
 
 ①ランチャート 
  測定値の推移を折れ線で表現します。横軸は測定値の個数、縦軸は測定値です。横軸の
測定値は最大 50です。50を超えると、直近の 50個の測定値の推移が表示されます。 

 
  ランチャートでは、測定値の●のところにカーソルを動かすと、その時刻と値が表示さ
れます。 
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 ②[新機能]時系列チャート 
  ①のランチャートと同様折れ線のグラフですが、横軸は時刻となります。 
 

 
 ③[新機能]ヒストグラム 
  測定値のばらつきを示すヒストグラムを表示します。入力を開始してから直近の 50個
の測定値を用いてグラフ表示します。 

 
 ④[新機能]タイマーチャート 
  硬さ測定などのタイマー測定を行う場合に使用します。連続測定を開始してから測定
データを連続的に表示し、値をピーク時、TimerA,B,Cの時点とその測定値を明示します。 

  このグラフは、連続測定を開始すると前に描画したグラフの内容を消去します。 
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6-6-2. [新機能]リアルタイム測定値表示 
 
 Bluetooth®測定器の示す現在の測定値を本アプリの画面上に表示します。 
 測定器をそれぞれ測定ユニットに接続し、画面上の「リアルタイム測定値」ボタンをクリ
ックすると、下のような画面が表示されます。 
 下の例では、２つの測定ユニットにそれぞれ測定器を接続しています。「リアルタイム測
定値」の画面の中に、２つの表示窓があります。 
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 測定値を動かすと、下のように測定器の現在の値が表示窓内に表示されます。測定器の値
が動くと、リアルタイムで値が動きます。 

 
  



SmartMeasure® Lite ver5.0 ユーザーマニュアル（20251101） 

77 
 

 
 表示窓は、以下の内容から構成されています。 

 
 測定値が測定ユニット内の測定項目の規格値から外れた場合、下のように表示窓が赤く
なり、かつ▲（上限オーバー）、▼（下限オーバー）のマークが表示されます。 

 
 測定値が入力されると、下のように入力されたことを示すマーカーが表示されます。また、
表示窓は点滅します。 

 
  



SmartMeasure® Lite ver5.0 ユーザーマニュアル（20251101） 

78 
 

 
6-7. 測定値の他のアプリへの直接入力（ダイレクトインプット） 
 
 Bluetooth®測定器による測定値を、Microsoft Excelやテキストエディタなどの他のアプ
リに直接入力する機能です。本機能は、測定器の接続モードを「SIMPLEまたは PAIRモー
ド」としたものに対して適用されます。 
 

6-7-1. 本アプリからの出力～他アプリへの入力 
 
 画面の「他アプリへ出力」を ONにすると、この機能が利用できるようになります。 
 

 
 この状態で、「データリクエスト有効」にチェックを入れた測定ユニットの測定値が他の
アプリに入力されます。入力は、Bluetoothフットスイッチや「PgDn」キー、「PgDn」キー
に対応する各種外部スイッチによって行います。 
 
＜注意＞ 
・本機能は、画面の「データリクエスト」ボタンによる入力では正しく動作しません。ま
た、画面の「連続入力開始」ボタンを押した場合、他のアプリにフォーカスを当てた時
点から連続入力が開始されます。 

・本機能は、測定ユニットに登録された測定項目の内容とは関係なく、測定値の測定値を
そのまま他アプリに入力します。 
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 下は、２つの測定ユニットの測定値を、スイッチを押して同時に Excel に入力した例で
す。 

 
 

6-7-2. 出力内容の設定 
 
 メニューの「設定」から「デリミター」を選択すると、測定値の間に入れるデリミター（区
切り文字）やタイムスタンプの入力有無を設定できます。 
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 設定できるデリミターは、 
 ・改行コード（CR+LF） 
 ・カンマ（,） 
 ・スペース（ ） 
 のうち、いずれかです。 
 また、「タイムスタンプの出力」にチェックを入れると、タイムスタンプと測定値が出力
（他アプリに入力）されます。 
タイムスタンプのフォーマットは、YYYY/MM/DD hh:mm:ss.sss です。 

 
 下は、デリミターをカンマにし、タイムスタンプを出力にする設定をしてメモ帳アプリに
出力した例です。タイムスタンプの次に測定値（この場合は２つ）が入ります。 
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7. 硬さの測定 

 
 一般的にゴム・プラスチックの硬さ計（デュロメータ）による硬さ測定は、ワークにデュ
ロメータを押し当ててから一定秒数経過後の値を硬さとして記録します。 
 本アプリでは、その測定をタイマー入力（6-5-2参照）によって行うことができます。ま
た、測定ユニットを作成するためのウィザードを合わせて用意しています。 
 
7-1. [新機能]硬さ測定ユニット作成ウィザード 
 
テクロックの Bluetooth®デジタルデュロメータによる硬さ測定データを自動記録するた

めの測定ユニットをガイドに従って作成する機能です。 
 画面上部メニューの「設定」から「硬さ測定ユニット作成ウィザード」を選択すると、下
の画面が表示されます。 
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 下の例は、測定ユニットの名称に加えて、 
 ・測定回数３回 
 ・上限値、下限値、ターゲット値をそれぞれ 55,45,50 
 ・中央値、平均値出力を実施する 
 としたものです。 
 
 入力したら、「次へ」をクリックします。 

 
 続いて、タイマー・サチュレーション設定を行います。硬さの測定タイミングと終了条件
をここで設定します。 
 具体的な設定内容は、6-5-2をご参照ください。 
 下の例は、 
 ・タイマー設定をタイマー基準時刻後 3 秒後（タイマーA）、10 秒後（タイマーB）に設

定 
 ・タイマーの基準時刻は測定開始後最初のピーク値の時 
 ・タイマー終了条件はタイマーB 経過後即座に 
 としたものです。 
 入力したら、「次へ」をクリックします。 
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 続いて、この測定ユニットに使用する Bluetooth®測定器を選択します。リストの中から
測定器を 1 つ選択します。選択すると、測定時に測定ユニットを選択したときに自動的に
接続を開始します。 
 選択したら、「次へ」をクリックします。 
※測定器を選択しないこともできます。この場合はリスト内から測定器を選択せず、その
まま「次へ」をクリックします。 
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 最後に、下のように確認画面が表示されます。 
 ・測定ユニット名 
 ・測定回数 
 ・測定値の上限値・下限値・ターゲット値、中央値・平均値の出力有無 
 ・割り当てる Bluetooth®測定器 
 が表示されます。 
 また、入力テーブルの出来上がりのイメージが表示されます。 
 
 このまま測定ユニットを作成する場合は「設定」を、設定を再度行う場合は「前へ」を
クリックします。 
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7-2. [新機能]硬さ測定 
 
 硬さ測定ウィザードによって登録された測定ユニットは、自動的に 
 ・タイマーグラフ表示 
 ・インターバル・タイマー設定 
 ・フォーカスの移動方向（下方向） 
 が設定されています。 
 
 測定ユニットを開いて測定状態にすると、下の例のように表示されます。 

 
 ・フォーカスの移動方向は自動的に下方向に設定されています。 
 ・ウィザードで設定した測定回数は、No.1, No.2, …のように測定項目として設定されて

います。 
 ・ウィザードで中央値・平均値を出力するよう設定した場合、測定回数の右の欄に演算の

測定項目としてそれぞれ「Median」（中央値）、「Average」（平均値）の列があります。 
 ・インターバル設定は、「タイマー測定」が選択されています。タイマーの設定はウィザ

ードで設定した内容となっています。 
 硬さ測定を開始する場合は、「連続入力開始」ボタンをクリックし、デュロメータをワー
クに押し当てます。タイマーB（または C）が終了すると、測定が終了します。 
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 下は、1回目の測定を実施した例です。 
 No.1 の列に Peak、TimerA、TimerB のところに値が入っています。また、Median（中
央値）、Average（平均値）のところにも自動計算された測定値が入力されています。平均値
は 1回目を測定した段階では 2回目・3回目は未入力となっていますので、下のような数値
になっています。 
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8. データリスト 

 
  本アプリに登録された測定データを検索、表示します。表示されたデータは、CSVファ
イルとしてダウンロードすることができます。 
 
8-1. データ検索とダウンロード 
 

8-1-1. データ検索 
 
 画面の「データリスト」タブをクリックすると、下の画面が表示されます。続いて、左側
の測定ユニットから、検索する測定ユニットを選択します。 

 
 「開始」「終了日時」で検索する期間を入力して絞り込み検索ができます。 
 「検索」ボタンをクリックすると、検索対象が見つかった場合下のようにリストとして表
示されます。検索される件数が多数の場合、ページ移動ができます。 
 
 
  



SmartMeasure® Lite ver5.0 ユーザーマニュアル（20251101） 

88 
 

 

 
＜注意＞ 
 ・見出し行について、ロット No を除く属性には、先頭に「*」が付いています。また、

属性名は「ID」で表示されます。 
・表示されるリスト内の「工数」は、使用されません。 

 
8-1-2. ダウンロード 

 
 検索された測定データを、CSV（カンマ区切りのテキストファイル）としてダウンロード
することができます。 
 検索後、「ダウンロード」ボタンをクリックすると、CSVファイルがダウンロードされま
す。PCの環境によっては、ダウンロードする先を選択する画面が表示されます。 
 下の例は、ダウンロードされたファイルを Excelでそのまま開いたものです。Excelの設
定によりタイムスタンプの表示が異なっていますが、出力元のフォーマットは維持されて
います。 
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8-2. [新機能]属性による絞り込み検索 
 
 検索される測定データは、ロット Noや測定ユニットに設定した様々な属性を使って絞り
込み検索ができます。 
 
 絞り込みの情報は、以下の画面を使って入力します。 

 

 
 ・属性情報・検索ワード 
   左側のリストからは、ロット Noと選択した測定ユニットに登録した属性を選択しま

す。また、右側のテキストボックスに、検索する語句を入力します。 
   下の例は、属性情報に「ロット No」、検索ワードに「25001」を入力したものです。 

 
 ・「追加」「削除」ボタン 
   絞り込み条件は、「追加」ボタンをクリックすることで最大 3つまで追加することが

できます。このとき検索は「AND 条件」で検索します。 
   絞り込み条件を削除するときは、「削除」ボタンをクリックします。 
 
 下の例は、ロット Noと属性「作業者（staff）」で絞り込み検索を行ったものです。 
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8-3. [新機能]統計情報の出力 
 
 検索された測定値に対して、それぞれの測定項目の統計情報を合わせて表示、ダウンロー
ドすることができます。 
 画面の「各測定項目の登録情報を出力する」にチェックを入れると、下のように測定デー
タと、各測定項目に対する統計情報（工程能力 Cp,および Cpk、標準偏差、平均値、中央値）
が出力されます。  
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 また、この状態で「ダウンロード」ボタンをクリックして出力したファイルにも、これら
統計値の情報が付与されます。 
 下の例は、ダウンロードしたファイルをそのまま Excelで開いたものです。Excelの設定
のため、タイムスタンプは異なって表示されています。 
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9. SmartMeasure® Cloud へのデータ転送 

 
 SmartMeasure® Cloud をご契約のユーザー様は、本アプリで登録した測定値を
SmartMeasure® Cloudに転送することができます。 
 
9-1. サインイン・サインアウト 
 
 画面右上に「サインイン」と表示されている状態で「サインイン」をクリックするか、画
面左下の「データ引き継ぎ」をクリックすると、SmartMeasure® Cloudのサインイン画面
が表示されます。 

 
 SmartMeasure® Cloud のアカウント名とパスワードを入力し、「サインイン」をクリッ
クします。 
 サインインに成功すると、画面右上にユーザーの所属部門が表示されます。 
 部門名をクリックすると、「サインアウト」が表示されます。サインアウトをクリックす
ると、サインアウトされます。 
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9-2. SmartMeasure® Cloud へのデータのアップロード 
 
「データ引き継ぎ」ボタンをクリックすると、下の画面が表示されます。 

 
 ・アップロードする測定ユニットにチェックを入れます。ユニット名の数字は、 
  「既にアップされた測定データ数／全データ数」 
  です。 
 ・下の「データの追加分のみ送信」「全てのデータを送信」のうち、いずれかを選択しま

す。 
 
 「実行」ボタンをクリックすると、データがアップロードされます。アップロードが完了
すると、画面に「アップデートが完了しました」と表示されます。 
 SmartMeasure® Cloud 側には、本アプリのファクトリーが追加され、「デジタル／フォ
ルダ」の欄に測定ユニットが登録されます。 
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＜注意＞ 
 ・SmartMeasure® Cloudのタイムスタンプの最小単位は「秒」です。一方本アプリのタ

イムスタンプの最小単位は「ミリ秒」です。本アプリで、ミリ秒単位では値が異なって
いるが秒単位で同じ値の測定データをアップロードすると、これらのデータのうち 1つ
だけが SmartMeasure® Cloudに登録されます。 

 ・転送できる測定データは、測定値とタイムスタンプのみです。 
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10. その他の機能 

 
10-1. 言語設定 
 
 メニューの「言語」を選択すると、日本語・英語・中国語（簡体）から表示言語が選択で
きます。 
 ※ファクトリー名や測定ユニット・測定項目は登録した言語で表示されます。 
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10-2. Bluetooth サービスの再起動 
 
 Bluetooth®測定器をお使いの時に、または測定ユニットを削除しても測定器がそのまま
接続状態になる場合に、Windows の Bluetooth サービスを再起動することで未接続状態と
します。 
 「設定」の「Bluetooothサービス再起動」を選択すると、Windowsの Bluetoothサービ
スが再起動されます。 
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11. トラブルシューティング 

 
 （１）Bluetooth測定器に接続できない 
 
   ①Bluetooth 測定器を正しく登録しましたか。特にMACアドレスが正しいかご確認

ください。 
   ②測定器の Bluetoothは起動していますか。 
   ③HID モードでペアリングしている測定器を選択する際、測定器は他のモード

（SIMPLEまたは PAIR）にしていませんか。 
   ④測定器を一度 OFF にしてから再度 ON にして接続するか、スピンドルを動かすな

どして測定値の値を動かしてみてください。 
   ⑤端末にMicrosoft VisualC++ 2013再頒布可能パッケージ（x86）や.netデスクト

ップランタイム 5.0(x64)がインストールされていない場合、別途インストールを
行ってください。通常、これらのパッケージがインストールされていない場合は、
本アプリのインストール中に自動的にインストールされます。 

   ⑥端末内で使用している Bluetooth モジュールのバージョンと性能をご確認くださ
い。または、お使いの環境でセキュリティソフトウェアなどにより Bluetooth通信
の一部機能を制限している可能性があります。 
テクロックの Bluetooth測定器は BLE（Bluetooth Low Energy）モジュールを内
蔵し、GATTプロファイル上で通信を行っています。詳しくはテクロックの営業に
お問い合わせください。 

 
 （２）Bluetoothフットスイッチ SSO-002が接続できない 
 
   ①BluetoothフットスイッチのMACアドレスは正しく登録されていますか。 
   ②接続中に一度フットスイッチを押してみてください。 
   ③フットスイッチと端末とのペアリングをお試しください。フットスイッチが端末

とペアリングできる場合、ペアリングをしてからお使いください。ペアリングがで
きない（失敗する）場合は、そのままペアリングせずにご使用できます。この操作
について、詳しくはテクロックの営業にお問い合わせください。 
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 （３）測定値が入らない 
 
   ①「他アプリへ出力」を ONにして、本アプリの入力欄に値を入れようとしていませ

んか。 
   ②ダイレクトインプットを行う場合、入力先にフォーカスは合わせていますか。 
   ③「PgDn」キーを、正しくフットスイッチ等に割り当てていますか。 
   ④本アプリの接続モードと、Bluetooth 測定器本体の接続モードは合っていますか。 
    →本アプリの接続モードを「SIMPLE」としても、Bluetooth 測定器本体の接続モ

ードが「HID」では、測定値は入力されません。 
 
 （４）Excelにダイレクト入力したが、入力と同時にスクロールしてしまう 
 
   Excelの PgDn、PgUpキーの無効化を選択できる Excelアドインを用意しています。

詳しくはテクロックの営業にお問い合わせください。 
 
 （５）連続入力を行ったが、アプリが重くなってしまった 
 
   長期間の連続入力（特に大量の測定データ入力）を行う場合、アプリの操作性が非常

に重くなります。長時間の連続入力を行わせる場合、弊社ダイレクトインプットアプリ
のご使用をご検討ください。 
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